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平成28年
第4回定例会

福原小学校大規模改造工事請負契約を可決
保育料等に関する条例の一部を改正する条例を可決

定例会の経過

川越市マスコットキャラクター ときも川越市マスコットキャラクター ときも

工事が行われる福原小学校（左側が工事対象）

＜5月＞	
２４日　議案７件上程　報告４件
２７日　議案質疑
＜6月＞	
　２日　一般質問
　３日　一般質問
　６日　一般質問

　７日　一般質問　議案１件上程
　８日　４常任委員会
１０日　２特別委員会
１３日　２特別委員会
１６日　議案８件　人事案件２件
　　　 採決

平成28年 7月25日発行



市
長
提
出
議
案10 件の市長提出議案を審議しました。

結果は下記の議決結果一覧表をご覧ください。

インターネット環境分離用システム一式の取得

一 般 会 計 補 正 予 算

保育料等に関する条例の一部改正

〇取得の目的
　庁内ネットワークとインターネットを分離するた
めに必要となるインターネット環境分離用システム
一式を取得しようとするものです。
〇取得する財産
　インターネット環境分離用システム一式（インタ
ーネット接続用仮想デスクトップシステム、外部用
メールシステム及びファイル授受システム）
〇取得の方法　　一般競争入札
〇取得の金額　　184,917,600円
〇契約の相手方
　さいたま市浦和区仲町２丁目４番１号
　　ミツイワ株式会社関東営業部
〇納期　　平成28年11月30日

【主な事業】
〇商店街振興対策補助
プレミアム付き地域商品券事業に係る補助金の追
加計上
〇商工業振興
就業・創業支援による地域の活力アップ事業とし
て実施するポータルサイトの構築に伴う補助金の
追加計上

〇改正の趣旨
　子ども・子育て支援法施行令の一部改正に伴
い、川越市保育料等に関する条例の一部を改正
しようとするものです。
〇改正の内容
（１）�保育料算定所得割の額が77,101円未満の

ひとり親世帯等の保育料について、第１子
を半額、第２子以降を無料とするものです。

（２）�保育料算定所得割の額が57,700円未満の
多子世帯の保育料について、第１子が小学
生以上の場合であっても、第２子を半額、
第３子以降を無料とするものです。

〇施行期日
　公布の日としようとするものです。

議　案

番　号

（採決順）

議　　案　　名
議　決 

結　果

会派等の賛否
自
由
民
主
党

公
明
党

日
本
共
産
党

や
ま
ぶ
き
会

政
晴
会

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

民
進
党

無
所
属

10 人 ７人 ５人 ５人 ３人 ３人 ２人 １人

議案 50
川越市児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定める条例及
び川越市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例

原案可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議案 51 川越市保育料等に関する条例の一部を改正する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 52 川越市立福原小学校大規模改造工事請負契約 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 53 川越市立寺尾中学校大規模改造工事請負契約 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 54 裁判上の和解 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 55 インターネット環境分離用システム一式の取得 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 56 平成 28 年度川越市一般会計補正予算（第１号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 57 川越市私有林維持基金の設置、管理及び処分に関する条例の一部
を改正する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意 ５ 固定資産評価員の選任につき同意を求めること＜中島仁 氏＞ 同　　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

意見 １ 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めること＜島田光子 氏＞ 同　　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成28年7月25日発行 （2）議 会 だ よ り

議案議決結果一覧表
� 　○……賛成　　×……反対　　△……退席

＊議長は採決に加わっておりません。



図
書
館
／
市
民
セ
ン
タ
ー
／
議
会
事

務
局
／
情
報
公
開
窓
口（
東
庁
舎
）

川
越
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

図
書
館
等
、議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

８
月
下
旬
頃
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

11

本
会
議
に
お
け
る

議

　案

　質

　疑

【
質
疑
を
し
た
会
派
名
】

議
案
第
50
号

児
童
福
祉
施
設
及
び
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
等
に
関
す
る
基
準
条
例
の
一
部
改
正

【
日
本
共
産
党
】

問
今
回
の
基
準
条
例
改
正
の

具
体
的
な
変
更
点
は
何
か
。

答
階
段
室
ま
た
は
付
室
の
構

造
が
、
通
常
の
火
災
時
に
生

じ
る
煙
が
付
室
を
通
じ
て
階

段
室
に
流
入
す
る
こ
と
を
有

効
に
防
止
で
き
る
も
の
と
し

て
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め

た
構
造
方
法
を
用
い
る
も
の

ま
た
は
認
定
を
受
け
た
も
の

を
認
め
る
も
の
と
な
っ
た
。

問
４
階
以
上
の
保
育
所
設
置

に
対
す
る
市
の
考
え
は
。

答
保
育
所
等
の
設
置
階
に
つ

い
て
は
、
特
別
な
理
由
が
な

い
場
合
に
は
、
１
階
に
設
け

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え

て
い
る
。

問
国
の
保
育
施
設
の
規
制
緩

和
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
は
。

答
国
が
児
童
福
祉
施
設
の
規

制
緩
和
と
な
る
よ
う
な
見
直

し
等
を
行
っ
た
場
合
に
つ
い

て
は
、
そ
の
見
直
し
の
内
容

が
、
保
育
の
質
を
低
下
さ
せ

る
よ
う
な
も
の
に
な
る
と
き

に
は
、
慎
重
に
対
応
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

第
３
子
の
扱
い
と
な
り
、
保

育
料
は
そ
れ
ぞ
れ
０
円
と
な

る
。

問
待
機
児
童
が
67
名
い
る
が
、

待
機
児
童
ゼ
ロ
に
向
け
、
今

後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

答
認
可
保
育
所
整
備
な
ど
に

よ
り
、
保
育
の
必
要
量
の
確

保
に
努
め
、
待
機
児
童
の
解

消
を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、

保
育
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
配

置
し
、
き
め
細
か
い
対
応
を

行
う
。

有
等
を
行
っ
て
い
る
。
な
お
、

本
工
事
の
工
事
監
理
は
建
築

住
宅
課
が
行
っ
て
い
る
。

問
さ
ら
に
分
割
し
て
発
注
す

る
こ
と
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
分
割
発
注
は
市
内
経
済
の

活
性
化
に
は
有
効
だ
が
、
一

括
発
注
の
場
合
と
比
べ
、
落

札
額
の
合
計
が
高
額
に
な
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
、
工
事
の

進
捗
・
安
全
管
理
も
煩
雑
に

な
る
。
こ
う
い
っ
た
デ
メ
リ

ッ
ト
も
考
慮
の
上
、
総
合
的

に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。

ケ
ー
ス
と
し
て
小
学
生
１
人
、

保
育
園
児
が
２
人
の
時
、
現

行
と
改
正
後
で
保
育
料
が
ど

う
変
わ
る
の
か
伺
う
。

答
市
民
税
の
所
得
割
額
を
７ 

万
７
１
０
０
円
と
し
、
保
育

所
に
通
う
児
童
を
３
歳
未
満

児
と
し
た
場
合
、
現
行
で
は

保
育
所
に
通
う
児
童
は
第
１

子
、
第
２
子
の
扱
い
と
な
り
、

保
育
料
は
、
そ
れ
ぞ
れ
１
万 

６
２
０
０
円
、
８
１
０
０
円

と
な
る
が
、
改
正
後
は
保
育

所
に
通
う
児
童
は
、
第
２
子
、

問
学
校
大
規
模
改
造
工
事
の

入
札
で
最
低
制
限
価
格
を
下

回
る
入
札
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

答
平
成
25
年
度
か
ら
27
年
度

ま
で
の
入
札
件
数
30
件
の
う

ち
15
件
で
あ
る
。

問
設
計
か
ら
工
事
完
成
ま
で

市
は
ど
う
関
わ
っ
て
い
る
か
。

答
設
計
及
び
工
事
に
つ
い
て

は
受
注
者
、
教
育
財
務
課
、

学
校
及
び
建
築
住
宅
課
に
よ

る
定
期
的
な
会
議
に
よ
り
進

捗
状
況
、
今
後
の
予
定
、
内

容
の
確
認
及
び
各
種
情
報
共

問
軽
減
措
置
に
向
け
て
条
例

案
が
可
決
さ
れ
た
場
合
、
そ

の
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど

う
な
る
の
か
。

答
９
月
の
保
育
料
算
定
の
切

り
替
え
月
に
合
わ
せ
て
、
シ

ス
テ
ム
改
修
、
保
護
者
へ
の

周
知
を
行
い
、
４
月
分
か
ら

８
月
分
に
つ
い
て
は
還
付
手

続
き
、
９
月
分
か
ら
は
減
額

措
置
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

問
今
回
の
改
正
に
つ
い
て
、

市
民
へ
の
周
知
方
法
は
。

答
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

の
ほ
か
、
保
育
園
に
ポ
ス
タ

ー
を
掲
示
し
、
該
当
す
る
世

帯
全
て
に
お
知
ら
せ
の
文
書

を
配
布
す
る
予
定
で
あ
る
。

問
該
当
す
る
保
護
者
は
ど
の

よ
う
な
手
続
き
が
必
要
か
。

答
原
則
、
保
護
者
か
ら
の
申

請
は
必
要
な
い
が
、
生
計
は

同
一
だ
が
、
別
居
し
て
い
る

児
童
や
、
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
世
帯

な
ど
は
、
個
別
に
申
請
を
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
。

問
ひ
と
り
親
世
帯
の
モ
デ
ル

問
制
度
改
正
の
概
要
は
。

答
保
育
料
算
定
所
得
割
の
額

が
７
万
７
１
０
１
円
未
満
の

ひ
と
り
親
世
帯
等
の
保
育
料

に
つ
い
て
、
第
１
子
を
半
額
、

第
２
子
以
降
を
無
料
と
す
る
。

ま
た
、
保
育
料
算
定
所
得
割

の
額
が
５
万
７
７
０
０
円
未

満
の
多
子
世
帯
の
保
育
料
に

つ
い
て
、
第
１
子
が
小
学
生

以
上
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、

第
２
子
を
半
額
、
第
３
子
以

降
を
無
料
と
す
る
も
の
で
あ

る
。

問
条
例
改
正
に
よ
り
、
軽
減

さ
れ
る
保
育
料
は
い
く
ら
か
。

答
お
よ
そ
１
３
０
０
万
円
程

度
と
見
込
ん
で
い
る
。

問
シ
ス
テ
ム
改
修
費
や
増
加

す
る
還
付
事
務
作
業
を
抑
制

す
る
た
め
に
も
、
対
象
世
帯

の
保
育
料
を
一
律
無
償
化
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
本
市
の

考
え
は
。

答
財
政
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、

保
育
料
の
無
償
化
の
有
効
性

に
つ
い
て
、
調
査
研
究
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
案
第
51
号

保
育
料
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

【
政
晴
会
】【
公
明
党
】【
日
本
共
産
党
】

議
案
第
52
号

福
原
小
学
校
大
規
模
改
造
工
事
請
負
契
約

【
日
本
共
産
党
】

（3） 平成28年7月25日発行議 会 だ よ り



平成28年7月25日発行 （4）議 会 だ よ り

問
新
斎
場
の
土
地
の
選
定
か

ら
決
定
に
至
る
ま
で
の
市
の

姿
勢
は
ど
う
あ
る
べ
き
だ
っ

た
の
か
伺
う
。

答
建
設
予
定
地
は
、
市
が
客

観
的
か
つ
総
合
的
に
評
価
、

選
定
し
、
市
民
の
理
解
を
得

ら
れ
る
か
提
案
し
た
も
の
で

あ
る
。
決
定
に
至
る
ま
で
の

間
、
説
明
会
等
を
行
い
、
地

元
自
治
会
等
か
ら
理
解
を
得

た
が
、
一
部
の
住
民
の
理
解

を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
結
果

と
し
て
、
さ
ら
に
詳
細
な
説

明
等
を
行
う
こ
と
が
必
要
で

あ
っ
た
と
考
え
る
。

問
過
去
の
経
緯
を
踏
ま
え
、

近
隣
住
民
へ
の
謝
罪
、
話
し

合
い
を
経
て
予
定
地
を
表
明

し
た
の
か
伺
う
。

答
平
成
23
年
２
月
の
公
表
は
、

市
と
し
て
、
地
元
と
交
渉
す

る
方
針
を
固
め
た
も
の
で
、

概
ね
の
理
解
が
得
ら
れ
た
と

き
に
決
定
す
る
と
い
う
内
容

で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
公
表

は
、
住
民
と
話
し
合
い
を
経

た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

問
シ
ス
テ
ム
取
得
の
背
景
は
。

答
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
運

用
開
始
に
伴
い
、
情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
強
化
が
喫

緊
の
課
題
と
な
り
、
昨
年
12

月
に
総
務
大
臣
か
ら
各
地
方

自
治
体
に
要
請
が
あ
っ
た
。

問
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
る
効

果
は
。

答
庁
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
分
離

さ
れ
る
た
め
、
サ
イ
バ
ー
攻

撃
に
よ
る
被
害
リ
ス
ク
を
大

幅
に
低
減
で
き
る
。

問
シ
ス
テ
ム
導
入
後
に
お
い

て
も
起
こ
り
う
る
情
報
漏
え

い
の
リ
ス
ク
対
応
は
。

答
当
シ
ス
テ
ム
は
、
外
部
攻

撃
へ
の
対
策
と
し
て
導
入
す

る
も
の
で
、
内
部
か
ら
の
不

正
ア
ク
セ
ス
等
に
よ
る
情
報

流
出
に
は
別
の
対
策
が
必
要

で
あ
る
。
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

対
策
と
同
時
に
職
員
の
意
識

向
上
が
重
要
で
あ
り
、
内
部

不
正
が
で
き
な
い
環
境
の
醸

成
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問
新
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
サ

イ
バ
ー
攻
撃
対
応
に
つ
い
て
。

答
仮
想
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
シ
ス

テ
ム
上
の
パ
ソ
コ
ン
環
境
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
す

る
た
め
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に

遭
う
危
険
性
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
従
来
か
ら
の
不

正
通
信
防
止
の
仕
組
み
の
運

用
を
行
う
と
と
も
に
、
サ
イ

バ
ー
攻
撃
を
受
け
た
場
合
で

あ
っ
て
も
被
害
が
拡
大
す
る

こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
仕

組
み
を
導
入
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
ま
た
、
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
対
策
ソ
フ
ト
で
検
出
で
き

な
い
新
し
い
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ウ
イ
ル
ス
も
排
除
す
る
た
め

【
公
明

党
】

【
日
本

共
産

党
】

の
対
応
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
よ
る
影
響

を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
運

用
を
行
っ
て
い
く
。

問
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

の
強
化
は
さ
れ
る
と
思
わ
れ

る
が
、
内
部
不
正
を
防
ぐ
た

め
の
具
体
的
な
今
後
の
取
り

組
み
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

答
当
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た

と
し
て
も
、
内
部
か
ら
の
不

正
ア
ク
セ
ス
に
よ
る
情
報
漏

え
い
の
リ
ス
ク
が
残
る
。

　

こ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
に
対

し
て
も
適
切
に
対
応
し
て
い

く
た
め
、
シ
ス
テ
ム
の
利
用

者
認
証
に
つ
い
て
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
に
よ
る
認
証
を
加
え
る
な

ど
、
よ
り
厳
格
に
し
、
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
強
化
に
努

め
て
い
き
た
い
。

問
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
地
域
商

品
券
事
業
の
補
助
金
が
計
上

さ
れ
た
が
、
ど
う
検
証
し
今

回
の
補
正
に
至
っ
た
か
。

答
27
年
度
事
業
で
は
９
３
８

店
舗
の
参
加
を
い
た
だ
き
、

新
規
の
消
費
が
約
３
億
６
千 

万
円
と
推
計
さ
れ
た
。
平
成

21
、
23
、
26
年
度
事
業
に
つ

い
て
は
新
規
の
顧
客
獲
得
や

商
店
街
の
連
携
強
化
に
効
果

が
あ
っ
た
と
の
回
答
が
得
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
検

証
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
、
あ

ら
た
め
て
検
討
を
重
ね
た
結

果
、
個
人
消
費
の
落
ち
込
み

が
み
ら
れ
る
経
済
へ
の
対
策

に
つ
な
が
る
と
考
え
た
。

問
本
年
度
実
施
さ
れ
る
プ
レ

ミ
ア
ム
付
き
地
域
商
品
券
事

業
の
内
容
は
ど
う
か
。

答
商
品
券
の
発
行
総
額
３
億 

３
千
万
円
、
う
ち
３
千
万
円

を
10
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
分
と

し
て
、
販
売
総
額
３
億
円
と

す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。

事
業
内
容
の
詳
細
は
、
実
施

団
体
で
検
討
中
で
あ
る
。

問
地
域
の
し
ご
と
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
構
築
事
業
を
実
施
す

る
こ
と
と
し
た
背
景
は
。

答
本
市
に
は
、
多
く
の
も
の

づ
く
り
企
業
が
集
積
し
、
市

内
の
大
学
等
で
は
多
数
の
人

材
を
輩
出
し
て
い
る
が
、
企

業
間
で
の
受
発
注
や
地
元
就

業
に
つ
な
が
る
情
報
発
信
が

十
分
で
は
な
い
。
市
内
企
業

の
魅
力
や
求
職
情
報
を
発
信

す
る
こ
と
で
販
路
拡
大
と
若

者
の
地
元
就
業
を
促
進
し
、

地
域
産
業
の
活
性
化
を
図
る
。

問
サ
イ
ト
を
効
果
的
に
継
続

す
る
た
め
の
運
営
方
法
は
。

答
広
範
囲
な
掲
載
情
報
を
的

確
に
更
新
す
る
た
め
、
川
越

商
工
会
議
所
を
中
心
と
す
る

協
議
会
を
設
置
し
、
関
係
団

体
、
大
学
等
と
連
携
し
て
効

果
的
な
運
営
を
確
立
し
て
い

く
。
ま
た
、
掲
載
企
業
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
効

果
の
検
証
と
サ
イ
ト
の
改
善

に
努
め
る
。
よ
り
多
く
の
方

に
活
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
を
行
う
。

議
案
第
56
号

平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

【
公
明
党
】【
日
本
共
産
党
】

議
案
第
54
号

裁
判
上
の
和
解

【
日
本
共
産
党
】

議
案
第
55
号

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
分
離
用
シ
ス
テ
ム
一
式
の
取
得

【
政
晴
会
】【
や
ま
ぶ
き
会
】【
公
明
党
】



（5） 平成28年7月25日発行議 会 だ よ り

	市政報告
	 　今定例会では、議案以外に市政の重要事項として次のとおり報告がありました。

　平成２２年１２月１７日に開催された、川越市議会第４回定例会において、「市が出資している川越総合卸
売市場株式会社に係る簿外未収入金について」報告したが、川越総合卸売市場株式会社より、平成２８年５月
２４日付にて、延納金（簿外未収入金）の全額回収完了等について報告書の提出があったので、下記のとおり
報告する。

記
１	川越ベジフル株式会社及び川越水産市場株式会社に係る延納金（簿外未収入金）の全額回収完了について
　川越ベジフル株式会社及び川越水産市場株式会社に係る延納金（簿外未収入金、平成２１年度末残高
１４６,３１３,４１７円）については、平成２７年度（平成２８年３月）をもって全額の回収を完了した。
≪概要≫

延納金（簿外未収入金）は、川越総合卸売市場株式会社が卸売業者である川越ベジフル株式会社及び川越水
産市場株式会社に対して、市場が開場した平成６年度から平成１４年度までの９年間、面積割使用料の５０％
の延納を承認したものであるが、債権発生時の決算書類に未収入金として計上せず、実際の請求時に営業収益
として計上していたものである。

本件については、社外の弁護士や公認会計士による第三者調査委員会の調査報告を受け、第１０８回取締役
会（平成２３年１月１５日開催）決議により、平成２３年３月期決算において簿外となっていた未収入金
１４６,３１３,４１７円を前期損益修正益として計上することにより、決算書類を適正に修正している。

なお、川越ベジフル株式会社及び川越水産市場株式会社への延納金については、以下のとおり計画に基づく
回収を行い、このたび両社から全額の回収を完了した。

単位：円

年度

川越ベジフル㈱ 川越水産市場㈱ 合計

回収額 年度末残高 回収額 年度末残高 回収額 年度末残高

２１ 95,597,810 50,715,607 146,313,417

２２ 16,205,222 79,392,588 7,853,131 42,862,476 24,058,353 122,255,064

２３ 17,678,424 61,714,164 8,567,052 34,295,424 26,245,476 96,009,588

２４ 15,599,436 46,114,728 8,573,856 25,721,568 24,173,292 71,836,296

２５ 15,599,424 30,515,304 8,573,856 17,147,712 24,173,280 47,663,016

２６ 15,599,436 14,915,868 8,573,856 8,573,856 24,173,292 23,489,724

２７ 14,915,868 0 8,573,856 0 23,489,724 0

２	青果卸売会社の変更について
埼玉川越総合地方卸売市場の青果卸売会社である川越ベジフル株式会社が平成２８年３月３１日をもって青

果物卸売業務を終了し、同年４月１日より、川越ベジフル株式会社の関連会社であった東京新宿ベジフル株式
会社が引き継ぎ、青果物卸売業務を開始している。

なお、青果卸売会社の変更に伴い、川越ベジフル株式会社が保有していた川越総合卸売市場株式会社の株式
２,２００株が、取締役会において川越ベジフル株式会社から東京新宿ベジフル株式会社へ譲渡承認されてい
るほか、その他青果卸売会社の変更に伴う、諸手続きについても適正に処理されている。
≪参考≫

・東京新宿ベジフル株式会社について
資 本 金　　　 ３億７５００万円
業務内容　　　青果物卸売業
売 上 高　　　 ６１３億円（平成２６年度）
設　　立　　　平成１７年６月１日
川越ベジフル㈱との関係　　　資本関係はなく、代表取締役を派遣

〇川越総合卸売市場株式会社に係る延納金（簿外未収入金）の全額回収完了等について
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や
ま
ぶ
き
会

小　

高　

浩　

行

業
務
継
続
計
画
の
早
期
策
定
を３

自
由
民
主
党

吉　

野　

郁　

惠

ま
ち
づ
く
り
生
か
す
川
越
百
景５

無

所

属

小　

林　
　
　

薫

山
車
修
繕
基
金
設
立

１

あ
る
が
、
低
迷
す
る
経
済
状

況
を
鑑
み
、
昨
年
度
、
川
越

ま
つ
り
に
参
加
す
る
山
車
の

補
助
金
を
５
％
削
減
す
る
答

申
を
川
越
ま
つ
り
協
賛
会
に

対
し
て
行
っ
た
。
厳
し
い
財

政
状
況
が
続
く
本
市
に
お
い

て
は
修
繕
基
金
の
設
置
に
つ

い
て
、
同
委
員
会
に
お
け
る

審
議
に
至
る
ま
で
の
検
討
が

で
き
な
か
っ
た
。

質問
山
車
修
繕
基
金
設
立

質問
市
長
の
政
治
姿
勢

全
課
に
照
会
す
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
災
害
時
に
、
人
、

物
、
情
報
等
の
資
源
が
制
約

を
受
け
た
場
合
で
も
、
業
務

を
的
確
に
行
う
た
め
の
対
策

を
、
庁
内
で
事
前
に
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。
今
後
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ら
一
連
の
全

庁
的
な
検
討
を
踏
ま
え
、
今

年
度
中
に
業
務
継
続
計
画
を

策
定
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質問
地
震
と
業
務
継
続
計
画

質問
水
辺
と
緑
と
健
康
増
進

よ
う
に
、
多
く
の
方
に
訪
れ

て
も
ら
う
こ
と
で
、
地
域
の

方
が
自
分
の
地
域
に
お
け
る

景
観
資
源
や
魅
力
を
再
認
識

し
、
誇
れ
る
材
料
と
し
て
大

切
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
、

今
後
重
要
に
な
っ
て
い
く
と

考
え
て
い
る
。

　

市
と
し
て
も
、
地
域
の
方

が
行
う
景
観
ま
ち
づ
く
り
活

動
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
引

き
続
き
進
め
て
い
き
た
い
。

質問
川
越
百
景
ま
ち
づ
く
り

い
る
。

　

今
後
も
、
学
校
で
ど
の
よ

う
な
自
殺
予
防
教
育
が
ふ
さ

わ
し
い
か
、
埼
玉
県
教
育
委

員
会
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、

命
を
大
切
に
す
る
教
育
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
保
護

者
や
関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
、
児
童
生
徒
の
悩
み
な

ど
の
早
期
発
見
・
早
期
対
応

に
努
め
て
い
く
。

質問
自
殺
予
防
対
策

質問
公
選
法
改
正
へ
の
対
応

ス
テ
ム
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

他
市
の
事
例
や
有
効
性
等
に

つ
い
て
、
ま
ず
確
認
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　

 　質問
災
害
発
生
時
の
避
難
対
策

問
山
車
保
有
町
内
の
中
で
も

負
担
額
に
か
な
り
の
違
い
が

あ
る
の
で
山
車
修
繕
基
金
を

設
立
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
思
う
が
、
検
討
し
た
の
か
。

答
市
長　

川
越
ま
つ
り
協
賛

会
で
は
、
川
越
ま
つ
り
に
参

加
す
る
山
車
町
内
の
補
助
金

の
基
準
な
ど
に
つ
い
て
検
討

す
る
川
越
ま
つ
り
補
助
金
検

討
委
員
会
を
設
置
し
て
い
る
。

修
繕
基
金
は
、
同
委
員
会
に

お
い
て
検
討
す
べ
き
こ
と
で

問
災
害
時
の
市
の
業
務
継
続

計
画
の
早
期
策
定
に
向
け
て
、

今
後
の
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

答
危
機
管
理
監　

業
務
継
続

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

災
害
時
に
は
、
通
常
業
務
を

積
極
的
に
休
止
し
、
災
害
応

急
対
策
業
務
に
限
ら
れ
た
資

源
を
集
中
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
災
害
時
に
行

う
業
務
の
優
先
順
位
付
け
を

問
地
域
全
体
の
活
性
化
に
繋

げ
る
川
越
百
景
な
ど
の
地
域

資
源
の
活
用
に
つ
い
て
、
市

の
考
え
方
を
伺
う
。

答
都
市
計
画
部
長　

各
地
域

で
高
齢
化
が
進
む
と
と
も
に
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
が

低
下
し
て
い
る
中
、
地
域
に

お
い
て
景
観
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
こ
と
は
、
地
域

全
体
の
活
性
化
に
と
っ
て
有

効
な
取
り
組
み
と
な
る
。

　

今
回
の
モ
デ
ル
ツ
ア
ー
の

問
新
た
に
改
正
さ
れ
た
自
殺

対
策
基
本
法
で
は
、
学
校
に

在
籍
す
る
児
童
生
徒
へ
共
に

尊
重
し
合
い
、
心
の
健
康
を

保
持
す
る
教
育
を
求
め
て
い

る
が
、
市
教
委
の
取
組
は
。

答
学
校
教
育
部
長　

小
中
学

校
に
お
い
て
は
、
道
徳
や
総

合
的
な
学
習
の
時
間
等
を
通

し
て
、
市
立
高
校
で
は
人
権

教
育
の
一
環
と
し
て
、
命
を

大
切
に
す
る
教
育
を
発
達
段

階
や
実
態
に
応
じ
て
行
っ
て

問
川
越
市
は
、
市
民
の
生
命

と
財
産
を
守
る
た
め
に
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
に
よ
る
避
難
対
策
が
必

要
だ
と
思
う
が
、
市
の
考
え

は
。

答
市
長
※　

災
害
時
に
、
適

切
な
避
難
対
策
を
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
は
、
実

際
の
災
害
状
況
に
応
じ
た
対

策
の
一
つ
と
考
え
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
シ

自
由
民
主
党

三　

浦　

邦　

彦

避
難
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
計
画４

通
告
事
項
の
要
約

会
派
名

　議 

員 

氏 

名

質問の
順　番

一
般
質
問
の
表
題

答
弁
者

図
書
館
／
市
民
セ
ン
タ
ー
／
議
会
事

務
局
／
情
報
公
開
窓
口（
東
庁
舎
）

図
書
館
等
、議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

8
月
下
旬
頃
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

２５

民

進

党

片　

野　

広　

隆

命
を
大
切
に
す
る
教
育
の
充
実２
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市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

髙　

橋　
　
　

剛

南
古
谷
駅
周
辺
の
位
置
付
け

11

自
由
民
主
党

岸　
　
　

啓　

祐

減
債
基
金
導
入
の
検
討
を

６

や
ま
ぶ
き
会

小
野
澤　

康　

弘

和
の
文
化
を
維
持
・
継
承
！

10

公

明

党

中　

村　

文　

明

生
徒
が
希
望
す
る
部
活
動
を　

９

に
継
承
す
る
上
で
大
変
効
果

的
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
、

ス
ペ
ー
ス
の
許
す
範
囲
で
歴

史
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
図
書

や
展
示
に
よ
る
情
報
提
供
を

実
施
し
て
い
く
。

　
　
　

質問
地
域
の
歴
史
の
継
承

ど
、
総
合
的
に
考
え
、
学
校

の
判
断
で
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

希
望
す
る
部
活
動
が
無
い

場
合
、
在
籍
校
の
部
活
動
の

中
か
ら
自
ら
選
択
し
、
ス
ポ

ー
ツ
や
文
化
及
び
科
学
に
親

し
み
、
技
術
の
向
上
は
も
と

よ
り
、
学
習
意
欲
の
向
上
や

責
任
感
、
連
帯
感
を
養
う
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

質問
中
学
校
の
部
活
動
の
充
実

質問
通
学
路
の
安
全
マ
ッ
プ

質問
一
般
廃
棄
物
処
理
委
託

都
市
機
能
誘
導
区
域
を
設
定

し
、
現
在
あ
る
豊
か
な
田
園

景
観
と
大
型
複
合
商
業
施
設

等
の
魅
力
を
生
か
す
と
と
も

に
、
子
育
て
支
援
施
設
や
高

齢
者
福
祉
施
設
の
充
実
に
よ

っ
て
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
健
康
的
な
暮
ら
し
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

地
区
と
し
て
位
置
付
け
る
こ

と
を
検
討
し
て
い
る
。

質問
南
古
谷
駅
周
辺
整
備

質問
制
服
リ
サ
イ
ク
ル

政
運
営
を
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。

　

他
の
自
治
体
で
は
、
市
債

の
償
還
財
源
を
確
保
す
る
た

め
、
減
債
基
金
を
設
置
し
て

い
る
事
例
も
あ
る
。

　

減
債
基
金
の
導
入
も
市
債

の
償
還
財
源
を
確
保
す
る
方

策
の
一
つ
と
考
え
る
の
で
、

今
後
調
査
研
究
し
て
い
き
た

い
。

質問
今
後
の
財
政
運
営

　

ま
た
、
住
民
自
ら
で
除
草

作
業
を
実
施
し
て
も
ら
う
こ

と
に
よ
り
、
市
の
財
政
負
担

も
軽
減
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

歩
道
の
除
草
の
条
例
化
に
つ

い
て
は
、
自
治
会
、
学
校
お

よ
び
企
業
の
協
力
体
制
や
、

歩
道
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
団
体

等
の
現
状
を
把
握
し
、
調
査

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

質問
ジ
カ
熱
デ
ン
グ
熱
の
対
策

質問
市
民
に
よ
る
歩
道
の
除
草

用
し
た
観
光
振
興
を
図
る
と

共
に
、
商
店
街
で
も
着
物
等

に
よ
る
接
客
、
お
も
て
な
し

を
行
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
協

議
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

今
後
は
市
民
が
日
常
で
も
着

物
に
親
し
む
機
会
が
増
え
る

よ
う
、
「
き
も
の
が
似
合
う

ま
ち
川
越
」
の
更
な
る
充
実

に
向
け
、
「
川
越
き
も
の
の

日
」
を
推
奨
し
て
い
き
た
い
。

質問
川
越
シ
ャ
ト
ル

質問
和
の
文
化
と
観
光
施
策

問
旧
９
カ
村
等
の
歴
史
文
化

を
継
承
す
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
が
、
郷
土
資
料
や
歴

史
的
資
源
を
活
用
し
な
が
ら
、

各
公
民
館
に
歴
史
ブ
ー
ス
を

設
置
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

答
教
育
総
務
部
長　

公
民
館

は
、
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
が
十

分
あ
る
公
民
館
が
あ
る
一
方
、

ロ
ビ
ー
と
廊
下
し
か
な
い
狭

隘
な
公
民
館
が
存
在
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
歴
史
ブ
ー

ス
は
、
地
域
文
化
を
次
世
代

問
生
徒
の
希
望
と
在
籍
校
の

部
活
動
の
有
無
が
合
致
し
て

い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思

う
が
、
教
育
委
員
会
の
考
え

を
伺
い
た
い
。

答
学
校
教
育
部
長　

生
徒
の

希
望
す
る
部
活
動
が
そ
の
学

校
に
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

　

部
活
動
は
、
部
員
数
、
顧

問
の
専
門
性
や
教
員
の
配
置

人
数
、
施
設
・
設
備
面
で
の

制
約
、
安
全
面
へ
の
配
慮
な

問
南
古
谷
駅
周
辺
地
区
は
街

づ
く
り
の
中
核
と
な
る
地
域

核
で
あ
る
。
現
在
検
討
中
の

立
地
適
正
化
計
画
で
南
古
谷

駅
周
辺
地
区
を
ど
の
よ
う
に

位
置
付
け
る
考
え
か
伺
う
。

答
都
市
計
画
部
長　

立
地
適

正
化
計
画
で
は
、
都
心
核
や

地
域
核
に
お
い
て
都
市
機
能

誘
導
区
域
を
設
定
す
る
た
め

の
検
討
を
進
め
て
い
る
。
地

域
核
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
南
古
谷
駅
周
辺
地
区
は
、

問
今
後
５
年
の
財
政
収
支
試

算
は
財
源
不
足
が
見
込
ま
れ

る
な
か
、
市
債
の
償
還
財
源

を
確
保
す
る
た
め
の
減
債
基

金
導
入
を
図
れ
な
い
か
。

答
市
長　

本
市
は
、
今
後
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
事
業
、

公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策
、

更
新
な
ど
の
事
業
を
予
定
し

て
お
り
、
市
債
残
高
や
主
要

な
財
政
指
標
な
ど
の
今
後
の

見
込
み
を
勘
案
す
る
と
、
公

債
費
の
増
加
を
踏
ま
え
た
財

問
住
宅
や
会
社
・
工
場
等
に

隣
接
し
た
歩
道
の
除
草
処
理

は
、
そ
の
建
物
等
の
管
理
者

が
行
う
主
旨
の
努
力
義
務
の

条
例
を
定
め
て
、
推
進
す
べ

き
と
考
え
る
が
市
の
見
解
は
。

答
建
設
部
長　

地
域
の
皆
様

が
毎
日
使
っ
て
い
る
道
路
を

自
分
た
ち
の
手
で
き
れ
い
に

す
る
こ
と
は
、
道
路
愛
護
の

意
識
を
高
め
る
な
ど
、
有
意

義
な
活
動
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

問
川
越
市
観
光
振
興
計
画
達

成
の
た
め
に
も
小
江
戸
の
臨

場
感
を
楽
し
め
着
物
が
似
合

う
ま
ち
川
越
を
目
指
し
て
い

る
川
越
き
も
の
の
日
を
市
と

し
て
推
奨
し
て
は
ど
う
か
。

答
市
長　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向

け
、
今
後
多
く
の
観
光
客
の

来
訪
が
予
想
さ
れ
る
中
、
観

光
案
内
所
で
の
観
光
案
内
や

観
光
Ｐ
Ｒ
を
着
物
姿
で
対
応

す
る
な
ど
、
和
の
文
化
を
活

公

明

党

大　

泉　

一　

夫

歩
道
の
除
草
を
市
民
等
の
力
で８

自
由
民
主
党

海　

沼　

秀　

幸

公
民
館
に
歴
史
ブ
ー
ス
設
置
を７
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政

晴

会

樋　

口　

直　

喜

戦
略
的
な
広
報
計
画
の
策
定
を12

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

伊　

藤　

正　

子

障
害
者
差
別
解
消
法
へ
の
対
応14

日
本
共
産
党

池　

浜　

あ
け
み

生
活
困
窮
者
の
自
立
相
談
支
援17

政

晴

会

川　

口　

啓　

介

幼
老
複
合
施
設
の
整
備
を　
　

16

政

晴

会

明
ヶ
戸　

亮　

太

避
難
標
識
の
早
急
な
改
修
を
！13

公

明

党

近　

藤　

芳　

宏

金
融
機
関
の
知
見
を
活
か
せ
！15

え
や
す
い
蛍
光
表
示
、
既
存

の
板
を
活
用
し
た
シ
ー
ル
で

の
対
応
な
ど
、
多
面
的
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。
今
年
度

中
に
更
新
方
法
を
ま
と
め
、

次
年
度
で
予
算
化
に
向
け
た

準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　

 

質問
災
害
時
の
対
応

質問
市
立
図
書
館
の
運
営

に
よ
る
と
、
転
入
者
向
け
ロ

ー
ン
制
度
の
創
設
等
に
よ
る

定
住
促
進
支
援
、
子
ど
も
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
な
ど
、

金
融
機
関
の
幅
広
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
多
様
な

支
援
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
る
。

　

今
後
、
市
の
施
策
と
連
携

で
き
る
よ
う
な
支
援
に
つ
い

て
、
検
討
を
行
い
、
積
極
的

に
連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

質問
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り

質問
市
と
金
融
機
関
と
の
連
携

開
始
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。

　

早
い
段
階
で
相
談
し
て
も

ら
う
こ
と
に
よ
り
、
予
防
的

な
支
援
を
行
い
、
積
極
的
な

問
題
解
決
を
図
る
こ
と
も
可

能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の

で
、
今
後
と
も
制
度
の
周
知

に
つ
い
て
広
く
実
施
し
て
い

き
た
い
。

質問
暮
ら
し
を
守
る
施
策

質問
植
栽
に
対
す
る
市
の
考
え

的
に
着
手
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

 質問
市
内
外
へ
の
情
報
発
信

び
「
新
た
に
管
理
職
に
な
っ

た
者
」
を
対
象
に
障
害
者
差

別
解
消
法
の
趣
旨
や
、
そ
れ

を
踏
ま
え
た
市
の
対
応
に
つ

い
て
の
周
知
を
図
り
、
市
の

事
務
、
事
業
に
お
い
て
職
員

の
適
切
な
対
応
が
図
れ
る
よ

う
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　

質問
障
害
者
差
別
解
消
法

質問
介
護
を
応
援
す
る
制
度
を

　

こ
れ
ら
の
施
設
を
幼
老
複

合
施
設
と
し
て
、
一
体
的
に

整
備
し
て
い
く
こ
と
に
つ
い

て
は
、
高
齢
者
と
子
ど
も
た

ち
が
触
れ
合
う
こ
と
に
よ
る

双
方
へ
の
良
い
効
果
も
期
待

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

後
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り

方
の
一
つ
と
し
て
、
本
市
で

の
整
備
に
つ
い
て
も
、
調
査

・
研
究
し
て
い
き
た
い
。

質問
幼
老
複
合
施
設

質問
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
応
援

問
市
民
の
安
全
の
た
め
に
も
、

避
難
場
所
案
内
標
識
の
早
急

な
改
修
が
必
要
と
考
え
る
が
、

２
年
間
「
検
討
」
か
ら
進
ん

で
い
な
い
。
そ
こ
で
今
後
の

更
新
予
定
に
つ
い
て
伺
う
。

答
危
機
管
理
監　

避
難
場
所

案
内
標
識
の
更
新
に
つ
い
て

は
、
表
示
内
容
、
機
能
面
、

費
用
面
等
か
ら
再
検
討
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。
具
体
的

に
は
、
国
際
化
の
進
展
に
伴

う
英
語
併
記
、
夜
間
で
も
見

問
市
と
金
融
機
関
と
の
連
携

の
ゴ
ー
ル
イ
メ
ー
ジ
は
産
官

学
金
労
言
の
地
域
の
総
力
結

集
だ
が
、
埼
玉
り
そ
な
銀
行

と
は
今
後
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
が
想
定
さ
れ
る
の
か
。

答
総
合
政
策
部
長　

今
年
度

に
取
り
組
む
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ

チ
ン
グ
に
よ
る
市
内
企
業
の

販
路
拡
大
支
援
な
ど
の
２
事

業
の
ほ
か
、
具
体
的
な
検
討

は
し
て
い
な
い
が
、
埼
玉
り

そ
な
銀
行
の
取
り
組
み
事
例

問
川
越
市
自
立
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
を
１
年
間
実
施
し
、

相
談
者
を
支
援
し
た
際
に
、

ど
の
よ
う
な
課
題
が
み
え
て

き
た
の
か
。

答
福
祉
部
長　

生
活
困
窮
者

は
、
複
合
的
な
問
題
を
抱
え

て
お
り
、
そ
の
問
題
が
複
雑

化
・
深
刻
化
し
て
し
ま
う
と
、

困
窮
状
態
か
ら
の
脱
却
が
困

難
に
な
っ
て
く
る
。

　

そ
の
た
め
、
早
期
に
発
見

し
、
自
立
へ
向
け
た
支
援
を

問
効
果
的
に
シ
テ
ィ
セ
ー
ル

ス
の
推
進
と
市
民
の
愛
着
や

誇
り
の
醸
成
を
図
る
た
め
に

は
一
体
的
か
つ
戦
略
的
な
計

画
の
策
定
を
す
べ
き
で
あ
る

と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

答
広
報
監　

平
成
27
年
度
に

策
定
し
た
川
越
市
シ
テ
ィ
セ

ー
ル
ス
基
本
方
針
の
目
的
や

基
本
的
な
考
え
方
を
踏
ま
え
、

魅
力
あ
る
情
報
発
信
に
つ
な

が
る
よ
う
な
広
報
戦
略
プ
ラ

ン
の
策
定
に
向
け
て
、
具
体

問
当
事
者
の
立
場
で
困
り
ご

と
を
体
験
し
、
理
解
す
る
た

め
に
同
法
に
関
す
る
研
修
が

必
要
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
ど

の
よ
う
に
市
は
考
え
て
い
る

の
か
伺
う
。

答
総
務
部
長　

障
害
を
理
由

と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進

を
図
る
た
め
に
は
、
継
続
的

に
研
修
を
実
施
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
来
年
度

以
降
に
つ
い
て
は
、
「
新
た

に
職
員
に
な
っ
た
者
」
お
よ

問
子
ど
も
の
た
め
の
施
設
と

高
齢
者
の
た
め
の
施
設
を
複

合
化
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も

に
も
高
齢
者
に
も
良
い
効
果

が
あ
り
、
整
備
費
用
も
削
減

で
き
る
。
市
長
の
考
え
は
。

答
市
長　

特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
等
の
老
人
福
祉
施
設
、

保
育
園
等
の
児
童
福
祉
施
設

に
つ
い
て
は
、
現
在
、
そ
の

必
要
量
を
確
保
す
る
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
整
備
を
推
進
し
て

い
る
。
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公

明

党

奥　

貫　

真　

紀

こ
ど
も
議
会
に
つ
い
て

22

日
本
共
産
党

川　

口　

知　

子

小
企
業
者
の
育
成
支
援
を

20

日
本
共
産
党

長　

田　

雅　

基

学
童
指
導
員
の
待
遇
改
善
を

18

日
本
共
産
党

柿　

田　

有　

一

公
私
の
区
別
は
ど
う
つ
け
る
か21

公

明

党

田　

畑　

た
き
子

３
歳
未
満
児
に
一
部
助
成

23

て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
た
め

対
象
外
と
し
て
い
る
。
し
か

し
、
一
方
で
は
施
設
入
所
者

の
外
出
に
つ
い
て
、
十
分
に

賄
わ
れ
て
い
な
い
と
の
意
見

も
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

他
市
の
状
況
等
の
把
握
に
努

め
、
引
き
続
き
慎
重
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

質問
防
災
対
策
の
強
化
を

質問
障
害
者
差
別
解
消
法

れ
に
あ
た
る
も
の
と
認
識
し

て
い
る
。

　

一
方
、
私
的
な
も
の
と
は
、

市
長
と
い
う
立
場
で
は
な
く
、

個
人
の
政
治
活
動
も
含
む
私

人
と
し
て
の
、
い
わ
ゆ
る
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
な
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。

　
　
　
　

 

質問
市
長
の
政
治
姿
勢

質問
公
共
事
業
の
入
札
と
契
約

せ
た
方
に
対
し
、
不
公
平
感

を
招
き
か
ね
な
い
点
、
対
象

年
齢
と
し
て
何
歳
が
適
切
な

の
か
と
い
っ
た
新
た
な
問
題

点
を
生
む
可
能
性
も
あ
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
対

象
者
を
拡
大
す
る
よ
り
も
定

期
接
種
の
対
象
者
に
確
実
に

接
種
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

質問
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン

欠
で
あ
る
。
待
遇
改
善
は
、

学
童
保
育
指
導
員
を
確
保
す

る
た
め
に
必
要
な
方
策
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
厳

し
い
市
の
財
政
状
況
、
臨
時

保
育
士
等
と
の
均
衡
も
考
慮

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
、
他
市
等
の
状
況
も
調

査
、
研
究
し
、
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質問
豊
か
な
学
童
保
育
施
策
を

質問
の
ら
猫
殺
処
分
減
の
施
策

い
く
。
具
体
的
に
は
、
川
越

商
工
会
議
所
を
は
じ
め
、
市

内
金
融
機
関
、
埼
玉
県
産
業

振
興
公
社
な
ど
中
小
企
業
を

支
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
や

専
門
家
と
連
携
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
小
規
模
企
業
者
が
向
き

合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
経

営
課
題
に
適
切
に
対
応
で
き

る
よ
う
支
援
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

質問
経
済
の
持
続
的
な
発
展
を

質問
あ
け
ぼ
の
ひ
か
り
児
童
園

る
、
良
い
機
会
に
な
る
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
他
市

の
状
況
等
も
参
考
に
し
、
開

催
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　

 

質問
こ
ど
も
議
会

質問
ひ
き
こ
も
り
対
策

問
川
越
市
障
害
者
移
動
支
援

に
関
す
る
要
領
で
は
、
施
設

入
所
者
の
外
出
を
対
象
外
と

し
て
い
る
。
見
直
し
す
る
べ

き
だ
と
考
え
る
が
、
市
の
見

解
を
伺
う
。

答
福
祉
部
長　

施
設
入
所
者

の
外
出
・
外
泊
に
伴
う
移
動

支
援
は
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
の

「
日
常
生
活
上
の
支
援
」
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
報
酬

の
範
囲
の
中
で
、
評
価
さ
れ

問
都
知
事
な
ど
政
治
家
の
公

私
混
同
が
大
き
な
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
る
が
、
市
長
は

自
身
の
行
動
に
つ
い
て
公
私

を
ど
う
区
別
し
て
い
る
か
。

答
市
長　

自
身
の
行
動
で
公

的
な
も
の
と
は
、
地
方
自
治

法
上
、
普
通
地
方
公
共
団
体

の
長
が
担
任
す
る
と
さ
れ
て

い
る
事
務
を
遂
行
す
る
こ
と

の
ほ
か
、
市
長
と
い
う
立
場

で
会
議
や
さ
ま
ざ
ま
な
会
合

に
出
席
す
る
こ
と
な
ど
が
こ

問
定
期
接
種
の
対
象
か
ら
も

れ
て
し
ま
う
１
歳
児
以
上
か

ら
３
歳
児
未
満
ま
で
、
無
料

あ
る
い
は
一
部
助
成
で
接
種

で
き
な
い
か
伺
う
。

答
保
健
医
療
部
長　

対
象
年

齢
に
つ
い
て
は
国
で
十
分
検

討
さ
れ
、
決
定
し
た
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
対
象
年
齢
を
遡
っ

て
の
助
成
制
度
の
新
設
は
、

多
額
の
予
算
を
伴
う
こ
と
や

す
で
に
自
費
で
接
種
を
済
ま

問
専
門
性
の
あ
る
学
童
保
育

指
導
員
と
い
う
職
業
が
、
若

い
人
で
も
一
生
の
仕
事
と
し

て
選
択
で
き
る
よ
う
、
学
童

保
育
指
導
員
の
待
遇
面
を
改

善
し
て
い
く
考
え
は
。

答
教
育
長　

学
童
保
育
室
の

入
室
児
童
数
は
、
年
々
増
加

し
て
い
る
。
安
全
・
安
心
な

学
童
保
育
室
で
あ
る
た
め
に

は
、
施
設
を
整
備
・
改
修
す

る
と
と
も
に
学
童
保
育
指
導

員
を
確
保
す
る
こ
と
が
不
可

問
本
市
の
発
展
を
目
指
し
て
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
資
す

る
小
規
模
企
業
者
へ
の
支
援

施
策
の
展
開
に
つ
い
て
今
後

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か

伺
う
。

答
板
東
副
市
長　

本
年
３
月

に
策
定
し
た
「
川
越
市
産
業

振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
の
っ
と

り
、
「
小
規
模
企
業
振
興
基

本
法
」
の
趣
旨
で
あ
る
小
規

模
企
業
者
の
持
続
的
発
展
が

図
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で

問
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
市
制
施

行
１
０
０
周
年
な
ど
の
記
念

事
業
と
し
て
こ
ど
も
議
会
を

開
催
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

市
の
見
解
を
伺
う
。

答
市
民
部
副
部
長　

こ
ど
も

議
会
に
つ
い
て
は
、
未
来
を

担
う
こ
ど
も
た
ち
の
柔
軟
な

発
想
を
発
表
す
る
場
と
な
り
、

ま
た
、
市
政
に
対
し
て
関
心

や
理
解
を
深
め
、
自
分
た
ち

の
ま
ち
川
越
の
発
展
に
貢
献

し
よ
う
と
す
る
意
識
を
高
め

日
本
共
産
党

今　

野　

英　

子

移
動
支
援
要
領
の
見
直
し
を
19
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民

進

党

山　

木　

綾　

子

会
合
等
に
付
随
し
た
飲
酒

24

や
ま
ぶ
き
会

矢　

部　
　

節

安
比
奈
車
両
基
地
一
方
的
廃
止25

い
現
状
が
あ
る
。
し
か
し
、

地
元
の
皆
さ
ま
の
考
え
な
ど

を
勘
案
す
る
と
何
ら
か
の
対

応
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
農
地
転
用
の
許
可
権

者
で
あ
る
県
や
、
西
武
鉄
道

と
も
協
議
し
な
が
ら
、
新
た

な
土
地
利
用
の
検
討
と
並
行

し
、
暫
定
利
用
が
可
能
と
な

る
よ
う
な
検
討
も
進
め
た
い
。

質問
旧
安
比
奈
車
両
基
地

質問
要
望
・
陳
情
の
処
理

質問
公
共
施
設
の
飲
食

現
状
で
は
飲
酒
を
認
め
る
こ

と
は
難
し
い
と
考
え
る
が
、

今
後
、
他
市
の
類
似
施
設
の

状
況
を
調
査
す
る
な
ど
、
研

究
し
て
い
く
。

質問
開
館
１
周
年
・
ウ
ェ
ス
タ

質問
公
共
施
設
の
利
用

問
新
た
な
利
用
方
法
の
決
定

に
至
る
ま
で
に
は
、
早
く
と

も
数
年
か
か
る
と
思
わ
れ
る

た
め
、
多
目
的
広
場
や
運
動

場
と
し
て
、
暫
定
使
用
で
き

る
よ
う
問
う
。

答
総
合
政
策
部
長　

車
両
基

地
建
設
予
定
地
は
、
そ
の
事

業
目
的
が
完
了
し
て
い
な
い

の
で
農
地
法
上
の
制
約
が
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
暫
定
利

用
を
含
め
、
本
来
の
事
業
目

的
と
は
異
な
る
利
用
は
厳
し

問
文
化
施
設
（
ジ
ョ
イ
フ
ル 

）
で
自
治
会
の
周
年
行
事
等

の
お
祝
の
会
や
敬
老
の
祝
の

会
等
、
会
合
に
付
随
し
た
飲

酒
は
認
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

答
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長　

文

化
施
設
は
、
市
民
の
文
化
活

動
の
場
と
し
て
利
用
し
て
も

ら
っ
て
い
る
施
設
で
あ
る
の

で
、
他
の
利
用
す
る
方
へ
の

影
響
等
も
勘
案
し
、
飲
酒
は

遠
慮
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　川越駅周辺対策特別委員会が定めた川越駅東口駅前広場の重点項目について、調査結果がまとまりましたの

で、重点項目に対する委員会の意見を、６月１３日、市長に提出しました。

　≪重点項目≫
○時
とき

世
よ

（※）及び歩道の拡幅について

　車いすが通行しやすい歩道の幅員を確保するとともに、視覚

障害者などが歩きやすくするため、歩道と車道との段差を少な

くすること。時世は撤去せざるを得ないが、移設について十分

に検討すること。
　※川越駅東口モニュメント（平成の時の鐘）

○エスカレーターの設置について

　マイン前にエスカレーター設置に向けて検討すること。

○歩行者シェルターの設置について

　通行量が多いところや階段にシェルター（屋根）を設置できるよう検討すること。

○トイレの設置について

　観光客にもわかりやすく、障害者にも利用しやすい多目的トイレの設置について検討すること。

○デッキの舗装について

　歩行者の安全性を第一に考え、検討すること。

○タクシー乗降場へのエレベーターの設置について

　設置について再検証するとともに、障害者のタク

シー乗降場は、タクシーコールなどの案内板を新た

に設置するなど周知が図られるよう検討すること。

○その他について

　今回要請した項目については、地下駐車場がある

ことなどの特性を踏まえ、事前に構造や耐久面から

も十分な調査を行うこと。

　工事にあたっては、誘導員を配置するなどして利用者の動線の確保と安全性に配慮しつつ、事前の準備に努

めるとともに、利用者への周知を図ること。

「川越駅東口駅前広場に関わる意見」を市長に要請

川越駅東口ペデストリアンデッキと時世
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　平成２８年川越市議会第３回臨時会は、４月６日に開会し、市長提出議案４件を審議し、４月１４日に閉会しました。

第 3 回臨時会

▶　南古谷小学校増築工事請負契約の変更について

　すでに締結した請負契約について、杭工事の変更に

より契約金額及び工期の変更をしようとするものです。

○契約の金額　　変更前　４億３２２４万８４００円

　　　　　　　　変更後　４億３９７３万２８００円

� （７４８万４４００円増加）

○工期

　変更前　本契約締結の日から平成２８年１２月１６

日まで

　変更後　本契約締結の日から平成２９年３月２４日

まで

▶　専決処分の承認を求めることについて

　地方税法等の改正に伴い、熱損失防止（省エネルギ

ー）改修住宅に係る固定資産税の減額申告書の記載事

項に係る規定の整備等を行うため、市税条例の一部を

改正したものです。

▶　専決処分の承認を求めることについて

　地方税法等の改正に伴い、国民健康保険税の均等割

額の軽減対象となる所得基準額を引き上げるため、国

民健康保険税条例の一部を改正したものです。

議
長
辞
職

　

４
月
14
日
に
吉
田
光
雄
議

長
の
辞
職
が
許
可
さ
れ
ま
し

た
。議

長
選
挙

　

議
長
が
欠
員
と
な
っ
た
た

め
、
選
挙
を
行
っ
た
結
果
、

小
ノ
澤
哲
也
議
員
が
当
選
し

就
任
し
ま
し
た
。

　

＊
議
長
の
紹
介
は
、
12
ペ
ー
ジ

の
議
会
情
報
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

議
会
運
営
委
員
会

▼　

川
越
市
議
会
運
営
委
員 

会
委
員
の
辞
任

▼　

川
越
市
議
会
運
営
委
員 

会
委
員
の
選
任

　

４
月
14
日
三
上
喜
久
蔵
委

員
長
よ
り
委
員
の
辞
任
願
が

提
出
さ
れ
、
こ
れ
を
許
可
し

ま
し
た
。

　

委
員
に
欠
員
が
生
じ
た
た

め
、
中
原
秀
文
議
員
を
委
員

に
選
任
し
ま
し
た
。

　

委
員
長
が
欠
員
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
同
日
に
議
会
運

営
委
員
会
を
開
催
し
、
委
員

長
の
互
選
を
行
っ
た
結
果
、

桐
野
忠
委
員
が
委
員
長
に
互

選
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
村
文
明
副
委
員
長
よ
り
、

副
委
員
長
の
辞
任
願
が
提
出

さ
れ
、
こ
れ
を
許
可
し
、
副

委
員
長
の
互
選
を
行
っ
た
結

果
、
中
原
秀
文
委
員
が
副
委

員
長
に
互
選
さ
れ
ま
し
た
。

特
別
委
員
会

▼　

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
対
策
特
別
委
員
会
委

員
の
辞
任

▼　

い
じ
め
問
題
対
策
特
別

委
員
会
委
員
の
辞
任

　

４
月
14
日
小
ノ
澤
哲
也
委

員
よ
り
辞
任
願
が
提
出
さ
れ
、

こ
れ
を
許
可
し
ま
し
た
。

▼　

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
対
策
特
別
委
員
会
委

員
の
選
任

　

委
員
に
欠
員
が
生
じ
た
た

め
、
吉
田
光
雄
議
員
を
委
員

に
選
任
し
ま
し
た
。

▼　

い
じ
め
問
題
対
策
特
別

委
員
会
委
員
の
選
任

　

委
員
に
欠
員
が
生
じ
た
た

め
、
中
村
文
明
議
員
を
委
員

に
選
任
し
ま
し
た
。

議　 案

番　 号

（採決順）

議　　案　　名
議　決

結　果

会派等の賛否

自
由
民
主
党

公
明
党

日
本
共
産
党

や
ま
ぶ
き
会

政
晴
会

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

民
進
党

無
所
属

10人 ７人 ５人 ５人 ３人 ３人 ２人 １人

議案 47 川越市立南古谷小学校増築工事請負契約の変更 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 48 専決処分の承認を求めること 承　　認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 49 専決処分の承認を求めること 承　　認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意 ４ 監査委員の選任につき同意を求めることく三上喜久蔵　氏＞ 同　　意 ※１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案議決結果一覧表
� 　○……賛成　　×……反対　　△……退席

＊議長は採決に加わっておりません。　　　※１…議案に関係する議員 1 人は、採決に加わっておりません。賛成 9 人
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さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
電
子

化
さ
れ
、
居
な
が
ら
に
し
て

世
界
中
の
こ
と
が
わ
か
る
、

そ
ん
な
便
利
な
世
の
中
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
市
議
会
の

様
子
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中

継
で
質
疑
の
模
様
を
見
た
り

会
議
録
を
検
索
・
閲
覧
し
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

「
議
会
だ
よ
り
」
は
、
広

報
紙
と
し
て
限
ら
れ
た
紙
面

で
、
論
点
を
わ
か
り
や
す
く

伝
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

一
人
で
も
多
く
の
方
に
手

に
取
っ
て
読
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
、
ま
た
皆
さ
ま
の
声

を
生
か
せ
る
よ
う
、
工
夫
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

古
き
良
き
も
の
は
生
か
し
、

新
し
い
試
み
に
も
挑
戦
し
て

い
く
べ
く
、
委
員
一
同
力
を

合
わ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

�

（
池
浜
あ
け
み
）

発
行　

川
越
市
議
会

編
集　

�

川
越
市
議
会
広
報
紙

編
集
委
員
会

電
話　

０
４
９
︱
２
２
４
︱
６
０
６
７

議場コンサート
　５月２４日、今定例会の開会日に議場コンサートを開催しま
した。今回は、尚美学園大学・尚美学園大学大学院学生のフル
ート四重奏による「花は咲く」他４曲の演奏が行われました。

編
集
後
記

今定例会の傍聴人数
平成２8年度川越市議会第 4 回定例会

       合計102 名の方が傍聴されました。 
開会日　　・・・　6 名　　一般質問③・・・２６名
議案質疑　・・・　6 名　　一般質問④・・・１６名
一般質問①・・・３３名　　最終日　　・・・ 　3 名
一般質問②・・・１２名　　

次回もお待ちしております

熊本地震で被害に遭われた方々へ
哀 悼 の 意 を さ さ げ ま す

　平成28年熊本地震で亡くなられた

方々に哀悼の意をささげるとともに、

被災された皆さまに心よりお見舞い

を申し上げます。

　川越市議会では、お見舞い金40万

円を、熊本地震によって大きな被害を

受けた熊本県へ贈呈しました。

　皆さまの安全と一日も早い復興を心

よりお祈り申し上げます。

●市議会からのお願い●
公職選挙法により、選挙区内の人などに対する議員の寄附
行為は禁止されています。市民の皆様方のご理解、ご協力
をよろしくお願いします。

例えば、次のような寄附が禁止されます。
×�地域の行事やスポーツ大会への
飲食物の差し入れ
×お祭りへの寄附や差し入れ
×�町内会の集会や旅行等の催し物
への寸志や飲食物の差し入れ
×落成式・開店祝の花輪
×�秘書等が代理で出席する場合の
結婚祝、香典
×入学祝・卒業祝
×病気見舞い
×葬式の花輪・供花

み
ん
な
で
守
ろ
う

　「
三
な
い
運
動
」

議員は　　有権者に　寄附を　贈らない！

議員から　有権者への寄附は　受け取らない！

有権者は　議員に　　寄附を　求めない！

議
長
の
紹
介議　長

小 ノ 澤 哲 也

経
　
歴

平
成
15
年
に
市
議
会
議

員
に
初
当
選
し
今
期
が

４
期
目
と
な
り
ま
す
。

現
在
ま
で
に
副
議
長
、

議
会
運
営
委
員
長
等
を

歴
任
し
て
い
ま
す
。

議
会

報
情




